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６月９日KSCトライアルトーナメントブロック決勝戦を、こども自然公園にて、
B・Plesureと行なった。本日先発は、キャプテン藤井、今日の藤井は、安定感が
あった。時折ランナーを出すも自らのピッチングで乗り切り、４回までは、０封を
演じた。５回に野手のエラーからランナーを出し、１点を献上するも、ライト泉の
超ファインプレーで、見事に流れを断ち切った。このプレーと同回のキャッチャー
フライを取った牧野のボールへの大切さがチームの勝利に大きく貢献した。前回の
エラー数からは減ったものの、やはり、取るべきボール、気を抜かない姿勢は常に
必要な事。それが出来ていれば、今日のような締まったゲームが続けられると思う。
しかし、打線においては、未だ鳴りを潜めたまま。このような状態では、バッテ
リーの貢献を無駄にする可能性もあるので、ボールを見極め、自信を持って打つ事
が大事であろう！そうはいっても、５つの四球（死球含む）を得た事は、ボールへ
の見極めが若干向上したのかも知れない。打線が湿ったままならば、守備を固め
てーム一丸となり、勝利への道を歩こう！ さあ前へGO AHEAD！
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